
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

連
合
国
首
脳
、
ド
イ
ツ
で
会
談
、

日
本
の
無
条
件
降
伏
を
要
求

た
が
っ

て
、
8
月
1
5
日
に
対
日
参
戦
に
ふ
み
き
る
こ
と

を
宣
言
す

る
や
、
原
爆
開
発
に
成
功
し
て
い
た
ア
メ
リ

カ
は
原
爆
投
下
に
よ
り
対
日
作
戦
を
早
期
に
終
了
さ
せ
、

ソ
連
の
対
日
参
戦
に
よ
る
戦
後
極
東
ア
ジ
ア
へ
の
影
響

力
を
封
じ
よ
う
と
画
策
し
た
の
で
あ
る
。

　
　は
じ
ま
っ
た
戦
後
政
治
の
主
導
権
争
い
　
　
．
」
う
し
た
な
か
で
7
月
贈
罫
ル
↓
ン
、
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

i
チ
ル
、
そ
し
て
中
国
の
蒋
介
石
の
連
名
で
「
ポ
ツ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
イ
タ
リ
ア
と
ド
イ
ッ
が
無
条
件
降
伏
し
、
日
本
だ
け
　
　
ム
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
軍

が
戦
い
つ
づ
け
る
な
か
で
、
連
合
国
の
あ
い
だ
で
は
早
　
　
に
よ
る
日
本
本
土
攻
撃
に
よ
る
日
本
破
壊
の
可
能
性
、

く
も
戦
後
政
治
の
主
導
権
争
い
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
　
戦
争
指
導
者
の
追
放
、
日
本
の
国
家
主
権
の
本
土
へ
の

ソ
連
は
ヤ
ル
タ
会
談
で
戦
後
極
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
影
　
　
制
限
な
ど
の
内
容
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
た
。

響
力
を
拡
大
し
よ
う
と
し
、
ア
メ
リ
カ
は
ド
イ
ッ
降
伏
　
　
　
な
か
で
も
、
そ
の
第
四
項
に
は
、
「
無
分
別
な
る
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ち
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
ま
ま

後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
勢
力
分
割
を
め
ぐ
り
ソ
連
　
　
算
に
よ
り
日
本
帝
国
を
滅
亡
の
淵
に
陥
れ
た
我
儘
な
る

と
の
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
つ
つ
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
軍
国
主
義
的
助
言
者
に
よ
り
日
本
国
が
引
続
き
統
御
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
そ
う
し
た
米
ソ
の
対
立
の
兆
し
が
み
え
は
じ
め
て
い
　
　
ら
る
べ
き
か
、
又
は
理
性
の
経
路
を
日
本
国
が
履
む
べ

た
昭
和
2
0
年
（
一
九
四
五
）
7
月
1
7
日
よ
り
、
ベ
ル
リ
　
　
き
か
を
日
本
国
が
決
意
す
る
時
期
は
到
来
せ
り
」
と
記

ン

郊
外
の
ポ
ツ
ダ
ム
に
て
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ト
ル
ー
　
　
さ
れ
、
連
合
国
が
日
本
の
戦
争
指
導
が
軍
部
を
中
心
と

マ

ン
、
イ
ギ
リ
ス
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ソ
連
首
相
ス
タ
　
　
す
る
軍
国
主
義
勢
力
に
よ
り
主
導
さ
れ
て
き
た
事
実
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
リ
ン
が
会
談
。
こ
こ
で
日
本
の
終
戦
問
題
が
緊
急
の
　
　
明
確
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
し
め
さ
れ
て
い
た
。

課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
対
日
攻
略
方
針
を
め
ぐ

り
米
ソ
の
思
惑
の
違
い
か
ら
両
者
に
よ
る
激
し
い
綱
引
　
政
府
の
黙
殺
と
民
衆
の
反
応

き
が
演
じ
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
を
国
民
は
ど
の
よ
う
に
知

　
す
な
わ
ち
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
「
ヤ
ル
タ
協
定
」
に
し
　
　
ら
さ
れ
、
い
か
な
る
反
応
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
宣

＊
－
　
「
ポ
ッ
ダ
ム
虐
旦
言
」
に
　
　
詔

ス

タ
ー
リ
ン
の
名
が
な
い
の

は
、
日
ソ
問
に
は
、
日
ソ
中
立

条
約
（
一
九
四
一
年
4
月
1
3
日

調
印
）
が
結
ば
れ
て
お
り
、
国

際
法
上
日
ソ
間
は
戦
争
状
態
に

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

＊
2
　
こ
の
第
四
項
は
、
日
本

で
新
聞
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、

秘
匿
さ
れ
た
。

＊
3
　
ポ
ツ
ダ
ム
出
旦
言
は
、
連

合
国
諸
国
の
国
内
的
事
情
か
ら

だ

さ
れ
た
も
の
で
、
い
わ
ぽ
国

内
の
弱
み
を
か
く
す
た
め
の
窮

余
の
一
策
と
し
て
の
政
治
宣
言

に
す
ぎ
な
い
も
の
と
、
説
明
し

た
の
で
あ
る
。

＊
4
　
粟
屋
憲
太
郎
・
川
島
高

峰
編
集
解
説
『
国
際
検
察
局
押

収
重
要
文
書
①
　
敗
戦
時
全
国

治
安
情
報
』
第
7
巻
、
日
本
図

書
セ
ン
タ
i
、
一
九
九
四
。

＊
5
　
鈴
木
貫
太
郎
口
述
「
終

戦
の
表
情
」
（
外
務
省
編
『
終

戦
史
録
4
』
北
洋
社
、
一
九
七

七
）
。



言
の
発
表
を
傍
受
し
た
日
本
政
府
は
、
最
終
的
に
は
全
　
　
心
は
天
皇
制
の
存
続
を
暗
黙
に
承
認
す
る
も
の
だ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
こ
う
し
げ
の
り

文
の
新
聞
掲
載
を
許
可
す
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
　
　
考
え
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
東
郷
茂
徳
外
相
は
、
ソ
連
と

に
関
す
る
声
明
は
い
っ
さ
い
し
な
い
こ
と
を
確
認
。
さ
　
　
の
交
渉
に
よ
り
さ
ら
に
有
利
な
条
件
を
ひ
き
だ
せ
れ
ば

ら
に
情
報
局
の
指
導
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
目
立
た
な
　
　
と
考
え
、
即
時
受
諾
を
主
張
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

い
か
た

ち
で
公
表
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
、
広
島
・
長
崎

　
宣
言
は
7
月
2
8
日
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
『
読
売
新
聞
』
　
　
へ
の
原
爆
投
下
に
よ
る
悲
劇
を
回
避
し
え
た
最
大
の
好

は
、
「
笑
止
、
対
日
降
伏
条
件
　
ト
ル
ー
マ
ン
、
チ
ャ
　
　
機
で
あ
り
、
た
だ
国
体
護
持
に
執
着
し
て
国
民
の
戦
争

i
チ
ル
、
蒋
連
名
　
ポ
ツ
ダ
ム
よ
り
放
送
す
」
の
見
出
　
　
被
害
へ
の
配
慮
を
し
め
さ
な
か
っ
た
戦
争
指
導
層
の
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん

し
と
と
も
に
、
宣
言
は
連
合
国
の
「
国
内
、
対
日
両
天
　
　
任
は
重
い
。

び

ん

　

　
ろ
う
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

秤
　
老
狛
な
謀
略
　
敵
宣
言
の
意
図
す
る
も
の
」
と
報
　
　
　
こ
の
と
き
、
民
衆
の
な
か
に
は
、
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
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チ

ャ
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チ
ル
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米
大
統
領
ト
ル
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マ

ン
、
ソ
連
首
相
ス
タ
ー
リ
ン
。

馴ピ蠣蕪
穆
壕
に
適
進
帝
国
政
府
間
誕
礁
犠
製
霧
輪
管
“
浬
鳥

そ
し
て
．
・
れ
に
呼
応
す
る
か
の
・
乏
築
首
相
凶
吟
此
の
儘
行
－
と
自
滅
の
外
、
∫
空
－
鰍
。
ノ
『

も
記
者
ム
ム
見
の
席
上
で
、
、
政
府
と
し
て
は
何
ら
の
重
な
い
L
と
の
発
号
口
に
象
徴
さ
れ
る
、
う
　
、
・
謎
ー
・
セ

大
な
価
値
が
あ
る
と
は
考
え
な
い
。
た
だ
黙
殺
す
る
だ
　
　
に
、
宣
一
三
口
の
も
つ
立
日
心
味
を
的
確
に
と
ら
え
　
　
　
b
野
．
民
噸
　
　
ー
　
　
鞭
　
　
・
、

ね

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葺

る
狙
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
が
、
鈴
木
首
相
の
黙
殺
声
　
　
　
鈴
木
首
相
は
戦
後
に
な
っ
て
黙
殺
発
言
　
　
　
♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

明
は
連
合
国
側
の
対
日
姿
勢
を
硬
化
さ
せ
た
。
　
　
　
　
　
を
「
余
の
誠
こ
遺
憾
と
思
ふ
点
」
と
回
顧
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
ー
　
選
　
　
鳥

日
本
政
府
は
、
宣
＝
＝
口
内
容
に
「
天
皇
条
項
」
の
明
記
が
　
　
し
た
が
、
こ
の
発
量
口
が
連
合
国
に
日
本
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
　
罐
隔
、
∵
漁
　
雌

自
由
立
．
心
思
・
に
ゆ
だ
ね
る
と
し
た
点
で
、
国
体
護
持
へ
の
・
と
は
明
白
で
あ
。
発
じ
つ
に
民
衆
の
　
，
　
　
　
電
戯
職

確
信
が
も
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
外
務
省
で
は
、
天
皇
　
　
側
の
分
析
力
の
ほ
う
が
一
段
ま
さ
っ
て
い
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
蝕

の
条
項
が
な
い
の
は
強
硬
論
を
な
だ
め
る
た
め
で
、
本
　
　
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
纐
纈
　
厚
）
　
　
　
ぐ
」
、
㍗
、
塗
・
ド
　
　
職
、
恥
㌔
　
　
3
7


